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『中国四国「＋（プラス）安全min」』とは農業者等が参加する会議、集会、講習会等において、少しの間だけでも
時間を割いて農作業安全の話題に触れること。「min」はminutesの略。

令和６年３月27日発行
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令和４年に、農作業中の事故により238人が亡くなっています。
このうち、乗用型ﾄﾗｸﾀｰなどの農業機械作業による事故が152人と
最も多く、「機械の転落・転倒」がその半数(72人)を占めています。

農業機械事故による死亡の要因
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農業機械事故のうち、
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が約５割
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238
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が多い

乗用トラクター運転中はシートベルトを着用しましょう！



【お知らせ】

令和６年４月１日から、農業での雇い
入れ時に、機械等の危険性や安全装置
の取扱い方法等についての教育が義務
化されます。

※事業者向けテキスト、労働者向けリーフ
レットのダウンロードはこちらから →

令和６年度の農作業安全対策

テーマ ：学ぼう！正しい安全知識

～機械作業の安全対策と熱中症の予防策～

農作業事故死亡者数を今後３年間で半減(238人→119人)することを目標に、
集中的に農作業安全に関する研修の実施強化を図ります。

＜研修の強化期間を設定します＞
熱中症対策研修実施強化期間：R6年5月1日～7月31日
農作業安全研修実施強化期間：R6年12月1日～R7年2月28日

研修の実施

熱中症対策アイテムの例

▲ミストファン ▲ファン付きウェア

事業者向けテキスト

【 農業者の皆さんへ 】
地域で開催される農作業安全研修に
参加しましょう！
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